
 

                           

  

 

 

 

 

平成 20年～平成 24年 

人口動態保健所・市区町村別統計の概況 

 

厚生労働省では、このほど、「平成 20 年～平成 24 年人口動態保健所・市区町村別統計」の

概況を取りまとめましたので公表します。 

 

この概況では、国勢調査の年を中心とした５年間のデータについて、合計特殊出生率と

標準化死亡比を市区町村別に取りまとめています。 

 

 【結果のポイント】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※詳細は、別紙概況をご参照ください。 
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○ 出生 

・ 合計特殊出生率を市区町村別にみると、1.3以上 1.6未満を中心に分布しており、この範

囲に約６割の市区町村が含まれている（２頁）。 

・ 鹿児島県伊仙町が 2.81 で最も高く、京都府京都市東山区が 0.77 で最も低くなっている

（３頁）。 

 

○ 死亡 

・ 標準化死亡比を市区町村別にみると、男性は神奈川県横浜市都筑区が 73.3、女性は沖

縄県北中城村が 63.8で最も低く、岩手県大槌町が男性は 192.4、女性は 212.7で最も高

くなっている（５頁）。 

 


